
専　門　教　養

令和 4 年 7 月

60分

受 　 験 　 教 　 科 　 等

特別支援学校　自立活動

1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。各問に対して、正答は
一つだけです。各解答欄に二つ以上マークした場合は誤りとします。

2　｢解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、3と解答する場合には、次の（例）のように解答番
号 1 の解答欄の③にマークしてください。

解答上の注意

注　意
1　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
2　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。
3　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。
4　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン等の使用及び不正行為をしてはいけません。
5　解答時間は60分です。途中退出はできません。
6　問題冊子のページ数は、13ページです。はじめにページ数を確かめてください。
7　解答用紙に、必要事項が正しく記入・マークされていない場合には、解答は全て無効となります。解答

用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。【2】の欄
には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。

8　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。
9　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年、平成30年又は平成31年告
示の「学習指導要領」を表しています。

10　問題の内容についての質問には一切応じません。

解答
番号 解答欄

1 ① ② ⃝ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ ㊀
（例）

29





問題は、次のページから始まります。



1 　特別支援教育に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 特別支援教育に関する記述として、法令に照らして適切なものは、次の １～ ４のうちの
どれか。解答番号は 1 。

１　学校教育法では、特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自
由者又は病弱者（身体虚弱者を含む。）に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学
校に準ずる教育を施すとともに、障害による生活上の困難について支援を行うことを主
な目的とすると規定されている。
２　学校教育法では、特別支援学校においては、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、

高等学校又は中等教育学校の要請に応じて、特別支援学級に在籍する幼児、児童等及び
通級による指導を受けている幼児、児童等に限定して、必要な助言又は援助を行うよう
努めるものと規定されている。
３　学校教育法施行規則では、特別支援学校の設備、編制その他設置に関する事項及び特

別支援学級の設備編制は、第八章及び特別支援学校設置基準に定めるもののほか、別に
定めると規定されている。
４　学校教育法施行規則では、校長は、特別支援学校に在学する児童等について個別の指

導計画を作成するものとし、その作成に当たっては、当該児童等又はその保護者の意向
を踏まえつつ、あらかじめ、関係機関等と当該児童等の支援に関する必要な情報の共有
を図らなければならないと規定されている。
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〔問 2〕 特別支援学校の教育課程に関する記述として、法令に照らして適切なものは、次の １～ ４
のうちのどれか。解答番号は 2 。

１　特別支援学校の小学部の教育課程は、生活、国語、算数、音楽、図画工作及び体育の
各教科、特別の教科である道徳、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動の10の教
科によって編成するものとする。
２　特別支援学校の小学部、中学部においては、知的障害者である児童若しくは生徒又は

複数の種類の障害を併せ有する児童若しくは生徒を教育する場合において特に必要があ
るときは、各教科、特別の教科である道徳及び自立活動の全部又は一部について合わせ
て授業を行うことができるが、特別活動はできない。
３　特別支援学校において、複数の種類の障害を併せ有する児童若しくは生徒を教育する

場合又は教員を派遣して教育を行う場合において、特に必要がないときでも、特別の教
育課程によることができる。
４　特別の教育課程による場合において、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部

科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用することが適当でないときは、当該学校
の設置者の定めるところにより、他の適切な教科用図書を使用することができる。

〔問 3〕 「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議（報告）」（新しい時代の特
別支援教育の在り方に関する有識者会議　令和３年１月）に関する記述として適切なもの
は、次の １～ ４のうちのどれか。解答番号は 3 。

１　副次的な籍等を活用した居住する地域の学校との交流及び共同学習が継続的に行われ
るためには、特別支援教育支援員を中心とした学校間や家庭等との連携強化や特別支援
教育コーディネーターの活用が求められる。
２　特別支援学校の教師には、障害の状態や特性及び心身の発達の段階等を十分把握して、

これを各教科等や自立活動の指導等に反映できる幅広い知識・技能の習得や、学校内外
の専門家等とも連携しながら専門的な知見を活用して指導に当たる能力が必要である。
３　特別支援学校は、障害のある子供やその家族が避難するための福祉避難所となること

も想定されるが、その際には、個々の特別支援学校の事情に留意することなく、地方公
共団体が、人材の確保や備蓄等について必要な支援を行うことを検討する必要がある。
４　これまで、特別支援教育においては、ＩＣＴの活用が積極的に行われてきておらず、

各教科等の指導においては、ＩＣＴを使用することを目的とした授業作りから始めるこ
とが重要である。
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2 　学習指導要領に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 特別支援学校高等部学習指導要領総則の「教育課程の実施と学習評価」に関する記述
ア～エのうち、正しいものを選んだ組合せとして適切なものは、下の １～ ６のうちのど
れか。解答番号は 4 。

ア　言語能力の育成を図るため、各学校において必要な言語環境を整えるとともに、特別
活動を要としつつ各教科・科目等又は各教科等の特質に応じて、生徒の言語活動を充実
することに配慮するものとする。
イ　学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、生徒の主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業改善に生かすとともに、生徒の自主的、自発的な学習活動や読書
活動を充実することに配慮するものとする。
ウ　各教科・科目等又は各教科等の指導に当たっては、自立活動に基づいて行われた学習

状況や結果を適切に評価し、指導目標や指導内容、指導方法の改善に努め、より効果的
な指導ができるようにすることに配慮するものとする。
エ　創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう、組織的かつ計画的な取

組を推進するとともに、学年や学部段階を越えて生徒の学習の成果が円滑に接続される
ように工夫することに配慮するものとする。

　 １　ア・イ
　 ２　ア・ウ
　 ３　ア・エ
　 ４　イ・ウ
　 ５　イ・エ
　 ６　ウ・エ
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〔問 2〕 特別支援学校高等部学習指導要領の「各教科」における、次のア～エの特別支援学校に
おいて配慮する事項に関する記述として適切なものは、下の １～ ４のうちのどれか、それ
ぞれ選び答えよ。解答番号はアが 5 、イが 6 、ウが 7 、エが
8 。

ア　視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校
イ　聴覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校
ウ　肢体不自由者である生徒に対する教育を行う特別支援学校
エ　病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

　 １ �　生徒の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて、適切な補助具や補助的手段を工
夫するとともに、コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、指導の効果を高め
るようにすること。

　 ２ �　生徒が空間や時間の概念を活用して場の状況や活動の過程等を的確に把握できるよ
う配慮し、見通しをもって積極的な学習活動を展開できるようにすること。

　 ３ �　生徒の身体活動の制限や認知の特性、学習環境等に応じて、教材・教具や入力支援
機器等の補助用具を工夫するとともに、コンピュータ等の情報機器などを有効に活用
し、指導の効果を高めるようにすること。

　 ４ �　生徒の興味・関心を生かして、主体的な言語活動を促すとともに、抽象的、論理的
な思考力の伸長に努めること。
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3 　次の事例を読み、後の各問に答えよ。

　　

　　　　　  �（「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの
充実に向けて～」（文部科学省初等中等教育局特別支援教育課　令和３年６月）、「特別支
援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編」から作成）

〔問 1〕 下線部①について、生徒Ａの発達障害の名称と、生徒Ａに対してアセスメントのため
に実施するウェクスラー式知能検査との組合せとして最も適切なものは、次の １～ ６のう
ちではどれか。解答番号は 9 。

　生徒Ａは、  発達障害のある中学１年の生徒である。以下のような状況がしばしば起こる。

生徒Ａの様子
　　・�　書かれた文章を読んだり、文字を書いたりすることができる。
　　・�　忘れ物や物をなくすことが多く、学習用品を整理整頓することが難しい。
　　・�　思ったことをそのまま口に出してしまい、友達とトラブルを起こすことがある。
　　・�　教室では、着席していても大きく身体を常に動かしており、  姿勢が大きく崩れ、活動を

継続できなくなることがある。
　　・�　国語や数学の学習では、教師の話や板書の内容を的確に捉えることが難しく、学習を進

めることが困難なことがある。
　　・�　保健体育の授業が好きで興味をもって学習に取り組むことができるが、教師が説明をし

ている間に、活動を始めようと立ち上がって動き出したり、ゲームで勝ちたいという気持
ちが先だって、ルールを守ることができなかったりすることがある。

①

②

発達障害の名称 ウェクスラー式知能検査
１ 学習障害 ＷＡＩＳ－Ⅳ
２ 学習障害 ＷＩＳＣ－Ⅳ
３ 自閉症 ＷＡＩＳ－Ⅳ
４ 自閉症 ＷＰＰＳＩ－Ⅲ
５ ＡＤＨＤ ＷＩＳＣ－Ⅳ
６ ＡＤＨＤ ＷＰＰＳＩ－Ⅲ
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〔問 2〕 下線部②について、次の記述ア～エのうち、生徒Ａの障害の特性等に配慮した指導とし
て正しいものを選んだ組合せとして適切なものは、下の １～ ６のうちのどれか。解答番号
は ⓾ 。

ア　姿勢が崩れたときは、すぐに姿勢を正すように教師が叱責する。
イ　姿勢のチェックポイントを示したイラスト等を使い、自分で確認できるようにする。
ウ　座面の滑りにくい椅子を準備し、姿勢が崩れにくいようにする。
エ　崩れた姿勢のイラストにバツ印を付けて、姿勢が崩れたときに執ように繰り返し指導

する。

　 １　ア・イ
　 ２　ア・ウ
　 ３　ア・エ
　 ４　イ・ウ
　 ５　イ・エ
　 ６　ウ・エ

〔問 3〕 生徒Ａに対して、指導目標を「一定時間落ち着いて、学習に取り組む」と設定した。次
の記述ア～エのうち、この目標を達成するために生徒Ａの障害の特性等に配慮した指導と
して、正しいものを選んだ組合せとして適切なものは、下の １～ ６のうちのどれか。解答
番号は ⓫ 。

ア　刺激を統制した落ち着いた環境で、必要なことに意識を向けられるようにする。
イ　視知覚の特性で文字の判別が困難なため、文字間や行間を大きく広げて板書する。
ウ　注目すべき箇所を色分けしたプリントを用意し、注目しやすくする。
エ　カレンダーや学級通信、お知らせなどを、黒板の周囲にできるだけ多く掲示する。

　 １　ア・イ
　 ２　ア・ウ
　 ３　ア・エ
　 ４　イ・ウ
　 ５　イ・エ
　 ６　ウ・エ
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4 　障害に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 視覚障害の視機能評価に関する記述として適切なものは、次の １～ ４のうちのどれか。
解答番号は ⓬ 。

１　ＰＬ法は、低年齢や知的障害などで通常の検査ができないときに行う方法で、判別で
きる縞の幅を視角で表し視力に換算する検査である。
２　遠見視力検査は、３ｍの距離から１個ずつ提示できる遠用ランドルト単独視標を用い

て視力を測る検査である。
３　最小可読視標の検査は、ドットカードを用いて30cmの距離から最も見やすい小さな

視標を見分けることができるかを行う検査である。
４　近見視力検査は、50cmの距離から１個ずつ提示できる近見用ランドルト単独視標を

用いて視力を測る検査である。

〔問 2〕 聴覚障害における言語指導に関する次の記述ア～エのうち、「聴覚障害教育の手引　言
語に関する指導の充実を目指して」（文部科学省　令和２年３月）に照らして、正しいも
のを選んだ組合せとして適切なものは、下の １～ ６のうちのどれか。解答番号は ⓭ 。

ア　生活の言語化は、食事や着替えなど日常の生活行動を通して言語を学習させる言語指
導の方法である。指導者と保護者とで日々密に連絡を取り合い、指導者の指示やアドバ
イスによって保護者が家庭で実践する方法が一般的である。
イ　わたりの指導は、聴覚学習、発音指導、キューサイン、文字、指文字の活用などを通

じて、手話の一つ一つの音を意識させる指導である。小学校段階以降に行い、日本語の
読み書きにつなげていく。
ウ　全体法は、言葉を構成している形を覚えさせ、表出できるようにすることを目的とす

る指導法である。それに対し、要素法は、意味や概念や経験と、言葉とを結び付けるこ
とを目的とする指導法である。言葉の学習には両者の指導法の理念が必要である。
エ　音韻意識は、例えば、単語を音節に分解したり、単語から特定の音節を抽出したりす

る能力である。指文字やキューサインといった視覚的情報も音韻意識形成の有効な手掛
かりとなる。仮名文字の習得は、音韻意識の形成と密接に関連している。

　 １　ア・イ
　 ２　ア・ウ
　 ３　ア・エ
　 ４　イ・ウ
　 ５　イ・エ
　 ６　ウ・エ
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〔問 3〕 摂食機能に障害のある肢体不自由の児童・生徒に対する摂食指導に関する次の記述ア～エ
を、摂食機能の発達段階の順に並べたものとして適切なものは、下の １～ ４のうちのどれ
か。解答番号は ⓮ 。

ア　やわらかくて形がある物をかじり取る練習をして、一口量の感覚を覚えさせながら、
徐々に硬い物にして、いろいろな硬さの経験を増やす。
イ　スプーン上に、ある程度の大きさで、舌で押しつぶせるほどの硬さの食物をのせ、口

唇の閉鎖を促しながら捕食させる。
ウ　手づかみ食べを促すため、握りやすい食物を使い、口の真ん中から一口量かじり取る

ようにし、顔の正面から食物を取り込めるように、肘関節や手指関節を介助する。
エ　手指で物を握ったり離したり、手に持ちやすい玩具を口に運ぶなどして口と手の協調

を指導する。

　 １　ア　→　イ　→　ウ　→　エ
　 ２　ア　→　イ　→　エ　→　ウ
　 ３　イ　→　ア　→　ウ　→　エ
　 ４　イ　→　ア　→　エ　→　ウ

〔問 4〕 知的障害のある児童・生徒の学習上の特性を踏まえた対応に関する記述として最も適切
なものは、次の １～ ４のうちではどれか。解答番号は ⓯ 。

１　職業教育を重視し、将来の職業生活に必要な基礎的な知識や技能、態度及び人間性等
が育つよう指導し、その際に、多様な進路や将来の生活について関わりのある指導内容
を組織する。
２　生活に結び付いた具体的な活動を学習活動の中心に据え、実際的な状況下で指導する

とともに、児童・生徒の失敗経験を豊富にすることで、主体的に活動に取り組む意欲を
育てる。
３　児童・生徒の興味や関心、得意な面よりも課題や苦手な面に着目し、教材・教具、補

助用具やジグ等を工夫するとともに、目的が達成しやすいように、段階的な指導を行う
などして、児童・生徒の学習活動への意欲が育つよう指導する。
４　児童・生徒一人一人の発達の側面に着目し、意欲や意思、情緒の不安定さなどの課題

に応じるとともに、児童・生徒の発達年齢に即した指導を徹底する。
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〔問 5〕 次の記述は、ある疾患に関するものである。この疾患の名称として適切なものは、下の
１～ ４のうちのどれか。解答番号は ⓰ 。

１　川崎病
２　血友病
３　ネフローゼ症候群
４　ペルテス病

　発熱、目の充血、イチゴ舌、頚部リンパ節の腫脹、発疹、四肢の浮腫などを主要症状
とする原因不明の疾患である。心臓への合併症として冠状動脈瘤が挙げられる。
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5 　聴覚障害及び言語障害に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 難聴の種類や特徴に関する記述として適切なものは、次の １～ ４のうちのどれか。解答
番号は ⓱ 。

１　感音難聴のうち、蝸牛の障害によるものを内耳性難聴といい、蝸牛神経より高位であ
る聴神経、脳幹、聴皮質の障害によるものを迷路性難聴という。
２　補充現象は、弱い音は聞きにくいが強い音は少し大きくしただけで非常に大きく聞こ

えることである。
３　混合難聴は、気導聴力と骨導聴力はともに低下するが、気導聴力の低下に比べ骨導聴

力の低下はより重度である。
４　伝音難聴とは、外耳や中耳の障害により生じる難聴である。疾患例には、外耳道閉鎖

症、メニエール病、耳小骨奇形がある。

〔問 2〕 吃音に関する記述として適切なものは、次の １～ ４のうちのどれか。解答番号は ⓲ 。

１　吃音の初期段階の症状は、一過性であり変動が小さく、文頭の語の発話が困難であ
る。
２　同じ文章を繰り返し読むときに同じ単語を吃る傾向を適応性効果といい、同じ文章

を繰り返し音読することによって生じる吃音の頻度の減少を一貫性効果という。
３　発達性吃音の発症率は５％程度で、３歳前後に始まることが多い。また、男児より

も女児に多く見られる。
４　吃音検査の場面には、自由会話、課題場面、被刺激場面がある。課題場面では、絵

単語の呼称や文の音読などを行う。
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6 　肢体不自由に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 下肢にまひがあり、移動が困難な児童・生徒に対する自立活動の指導において配慮すべ
き事項に関する記述として、ＩＣＦの考え方を踏まえて最も適切なものは、次の １～ ４の
うちではどれか。解答番号は ⓳ 。

１　自立活動の指導に当たって、児童･生徒の実態を把握するときには、本人のまひの状態
や移動の困難にだけ目を向けるのではなく、移動手段の活用、周囲の環境の把握、コミ 
ュニケーションの状況などについて、実際に行っている状況のみを詳細に把握する必要
がある。
２　指導目標を達成するためには、自立活動の指導であるから指導内容を多面的な視点か

ら検討するのであるが、その際、ＩＣＦの「医学モデル」の考え方を踏まえた障害の捉
え方を考慮し、学習指導要領等に示された区分や項目を踏まえることが重要である。
３　自立活動の内容には、「障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に

関すること。」や「姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。」などが 
あり、「意欲」といった環境因子や「補助的手段の活用」といった個人因子に関する項
目も示されている。
４　成長期にある児童･生徒の実態は様々に変化するので、実態に応じて環境を整えつつ、

指導内容・指導方法の創意工夫に努め、自立と社会参加の質の向上につながる指導を進
めることが大切である。

〔問 2〕 脳性まひの低緊張型に関する記述として適切なものは、次の １～ ４のうちのどれか。解
答番号は ⓴ 。

１　痙性が特徴的なタイプであり、手足が突っ張るようになり、手足を曲げられない、関
節を思うように動かせない症状を示す。
２　持続的あるいは間欠的な不随意運動、非対称的な姿勢、段階的な筋収縮コントロール

の難しさを示す。
３　自発運動が低下し、姿勢保持が難しく、緊張が弱い状態を持続する場合とアテトーゼ

型や痙直型に移行する場合がある。
４　運動を細かくコントロールすることが難しく、過度な動きや突発的な動きになるバラ

ンス障害や振戦を示す。
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7 　自立活動に関する次の各問に答えよ。

〔問 1〕 次の記述ア～エは、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の「自立活動」の「内容」
に示されているものである。ア～エに当てはまる区分として適切なものは、下の １～ ６の
うちのどれか、それぞれ答えよ。解答番号はアが ㉑ 、イが ㉒ 、ウが ㉓ 、
エが ㉔ 。

ア　他者の意図や感情の理解に関すること。
イ　感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。
ウ　状況の理解と変化への対応に関すること。
エ　日常生活に必要な基本動作に関すること。

　 １　健康の保持
　 ２　心理的な安定
　 ３　人間関係の形成
　 ４　環境の把握
　 ５　身体の動き
　 ６　コミュニケーション
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〔問 2〕 特別支援学校における自立活動の指導に関する次の記述ア～エのうち、正しいものを選
んだ組合せとして適切なものは、下の １～ ６のうちのどれか。解答番号は ㉕ 。

ア　障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するためには、児童・生徒が、困難
を改善・克服するために必要となる知識・技能等を身に付けるとともに、活動しやすい
ように環境を整えることが重要である。
イ　個々の児童・生徒について、障害の状態、発達や経験の程度、興味・関心、生活や学

習環境などの実態を的確に把握するに当たって、児童・生徒が困難なことのみを観点に
することが大切である。
ウ　心理療法、感覚訓練、動作の訓練、運動療法、言語治療等の理論・方法は、いずれも

自立活動の指導という観点から成り立っているため、そのまま自立活動の指導に適用す
ることができる。
エ　自立活動の指導は、児童・生徒の障害の状態によっては、かなり専門的な知識や技能

を必要としているので、いずれの学校においても、自立活動の指導の中心となる教師は、
それにふさわしい専門性を身に付けておくことが必要である。

　 １　ア・イ
　 ２　ア・ウ
　 ３　ア・エ
　 ４　イ・ウ
　 ５　イ・エ
　 ６　ウ・エ
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